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賃金・夏季手当の超低額回答には驚きましたが、ユニオンが即妥

結したのにはもっと驚きました。 

ところで、ユニオン組合員の皆さん、ユニオン鎌田委員長は『Ａ

ＣＣＥＳＳ』新年号で春闘について何を語っていたか知っています

か？ 

 「今まで以上に粘り強く交渉」？「組合員の負託に応える」？

それでどうしてあんなひどい会社回答に、即妥結なんでしょう

か？委員長は専従役員ですから組合費から給料が払われています。

責任を感じて返上しないのでしょうか？ 

高い組合費は、役員の給料のためではなく、組合員の労働条件

改善のためにつかわれるべきではないのか！ 

■ＡＣＣＥＳＳ新年号インタビュー 

ユニオン鎌田委員長の発言 

「次期夏季手当交渉では、そういった組合員の皆さんの負託に

応えるためにも、今まで以上に粘り強く交渉していきます」 

「春闘方針も中央本部の思いだけで決めることはできません

し、組合員の負託にしっかり応えられるようなものにしていか

なければなりません。」 

 


